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「
道
の
駅
遠
野
風
の
丘
」

魅
力
ア
ッ
プ
整
備
事
業

㉄　
事
業
の
目
的
は
。

答　
令
和
２
年
度
に
道
の

駅
「
風
の
丘
」
を
改
修
す

る
。
予
算
は
５
億
４
千
万

円
強
で
、
内
容
は
改
修
費

と
工
事
の
監
理
委
託
料
。

　

老
朽
化
や
売
り
場
面
積

の
狭
さ
な
ど
に
対
応
す

る
。
釜
石
道
が
全
通
し
、

「
モ
デ
ル
道
の
駅
」
と
し

て
の
魅
力
向
上
が
必
要
だ
。

防
災
機
能
も
強
化
す
る
。

㉄　
補
正
予
算
に
計
上
す

る
緊
急
性
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
運
営
主
体
で
あ
る

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
の
経

営
改
革
計
画
と
の
整
合
性

は
。

答　
改
修
計
画
は
平
成
28

年
度
か
ら
あ
る
。
国
の
令

和
元
年
度
の
交
付
金
を
申

請
し
、
有
利
な
財
源
が
確

保
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

公
社
の
経
営
改
革
と
は
別

問
題
で
あ
る
。

㉄　
利
用
者
を
増
や
す
取

り
組
み
を
。

答　
釜
石
自
動
車
道
の
全

通
に
よ
り
、
利
用
者
も
変

化
し
て
い
る
。
魅
力
あ
る

施
設
を
目
指
し
、
風
の
丘

の
存
在
感
を
強
め
て
い
き

た
い
。

令
和
時
代
の
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
な
学
校
像

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス

ク
ー
ル
構
想

㉄　
小
中
学
校
情
報
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
整
備

の
内
容
は
。

答　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
は
、Global and 
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の
頭
文
字
を
と
っ

た
も
の
。
デ
ー
タ
容
量
の

単
位
を
意
味
す
る「
ギ
ガ
」

と
は
異
な
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
多
様
な

創
造
性
を
育
む
学
び
が
持

続
的
に
実
現
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
学
校
の
※
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
を
整
備
す
る
。
児

童
生
徒
が
使
用
す
る
学
習

用
端
末
と
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
す
る
た
め

の
、
調
査
設
計
を
行
う
。

㉄　
今
後
の
計
画
は
。

答　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

は
、
令
和
２
年
度
に
終
え

る
。
端
末
は
、
国
か
ら
示

さ
れ
て
い
る
学
年
ご
と
の

行
程
に
従
い
、
令
和
２
年

度
か
ら
５
年
度
に
か
け
、

児
童
生
徒
ひ
と
り
に
1
台

を
整
備
し
、
の
べ
１
８
０

０
台
程
度
と
な
る
。

　

国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ

て
き
た
経
験
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

ベ
ス
ト
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
教
育
現
場
を
構
築
し

た
い
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
は

　

情
報
伝
達
技
術
や
情
報
通

信
技
術
の
こ
と
。

医
師
確
保
の
取
り
組
み

強
化
を

㉄　

取
り
組
み
の
現
状

は
。

答　
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
の
目
標
と
し
て
、
第
一

番
に
産
婦
人
科
医
の
招
へ

い
は
変
わ
ら
な
い
。
ど
の

よ
う
な
専
門
で
も
、
遠
野

に
来
て
頂
け
る
こ
と
が
大

事
。
近
年
の
常
勤
医
の
確

保
は
な
い
が
、
遠
野
病
院

と
協
力
し
、
非
常
勤
医
師

の
協
力
体
制
維
持
に
努
め

て
い
る
。

　

学
会
等
で
の
医
師
へ
の

声
が
け
、
遠
野
と
の
縁
づ

く
り
か
ら
、
招
へ
い
に
つ

な
が
る
よ
う
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
。

㉄　
医
師
養
成
の
奨
学
金

の
状
況
は
。

答　
県
の
医
師
養
成
の
奨

学
金
へ
、
岩
手
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
を
通

し
て
負
担
金
を
支
出
し
て

い
る
。

㉄　
市
単
独
で
、
大
学
と

連
携
し
た
奨
学
金
の
考
え

は
。

答　
市
単
独
で
は
な
く
、

広
域
連
携
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、
副
委
員
長
小
林
立
栄
議
員
）

は
、
条
例
10
件
、
予
算
15
件
、
そ
の
他
２
件
に
つ
い
て
付
託

を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
27
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
小
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
使
用
し
た
授
業
風
景

活
動
を
客
観
的
に
見
て
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

使うお金
172億5千万円

自 主

財
源

依
存 財 源

入るお金
172億5千万円

農業林業畜産業などの活性化に
7.7%

教育環境の充実と
生涯学習のために

11.4%

0.1%

福祉の充実と
生活の安定化
のために
27%

【労働費】【農林水産業費】

商業等の振興に
5.2%

【商工費】

道路や公園などの
整備のために
6.2%

【土木費】

消防、防災、
救助活動に
5%

【消防費】

【教育費】

災害の復旧に
0.2%

【災害復旧費】

議会の運営に
0.9%

【議会費】
0%

【諸支出金】
0.1%

【予備費】

行政計画の
推進のために
14.3%

【総務費】

【民生費】

病気の予防や
ごみ処理などに

8.8%

【衛生費】

みなさんからの
税金（市税）
15％

繰入金や
諸収入など
11.3％

借りるお金
（市債）
7.4％

国からの補助金
（国庫支出金）

11.1％

その他（地方譲与税・交付金など）5.9%

雇用の拡大、定着などに

借りたお金の返済に
【公債費】

13.1%

国の税金から配分されたお金
（地方交付税）41.9％

県からの補助金
（県支出金）
7.4%

人づくり・地域づくり

子育て支援 健康づくり

13事業　3億1,726万円

29事業　20億4,066万円 11事業　2億7,897万円

支え合い、新たな時代を拓く予算

　心のバリアフリーを推
進し、市民が支え合う新
たな共生社会の実現を目
指す。

　
第
２
次
遠
野
わ
ら
す
っ
こ

プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
行
す
る

た
め
、
既
存
事
業
を
再
構
築

し
、
柔
軟
な
子
育
て
支
援
に

取
り
組
む
。

　
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
地
域
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
自
治
体
連
携
に
よ
る
ヘ
ル

ス
ケ
ア
事
業
に
取
り
組
む
。

一般会計
172億5,000万円予算の概要

グラフで見る令和２年度一般会計予算

　令和２年度は、「第２次遠野市総合計画前期基本計画」の最終年度となるため、前期基本計画事業の総
点検と再構築を図る。事業数は、新規 28事業を加え 356事業。
「人づくり・地域づくり」「子育て支援」「健康づくり」の 3つの重要施策を確実に実行するとともに、共
生社会をテーマに市民が支え合い、新たな時代を拓く予算となっている。

小さな拠点による地域づくり推進事業　 6,577 万円
共生社会コミュニケーション支援事業　 80 万円
先導的共生社会ホストタウン推進事業　 2,011 万円

みんなで応援子育てのまち
推進事業 1,600 万円　

自治体連携ヘルスケアプロジェクト事業
 　8,300 万円

令和
２年度

予算の概要予算等審査特別委員会


